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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年1月26日(2012.1.26)

【公表番号】特表2011-507353(P2011-507353A)
【公表日】平成23年3月3日(2011.3.3)
【年通号数】公開・登録公報2011-009
【出願番号】特願2010-537098(P2010-537098)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   9/07     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   9/07    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月1日(2011.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センサ及びマルチカラーフィルタを含むマルチカラー撮像器からの全色性応答をシミュ
レーションする方法であって、
　前記マルチカラー撮像器が複数の波長に対して実質的に一様な応答を有する、スペクト
ル応答曲線の領域を特定するステップと、
　前記実質的に一様な応答の領域内の波長を有する照明源で撮像光景を照明するステップ
と、
　前記撮像光景を照明する間に、前記マルチカラー撮像器からの画像データを取得するた
めに前記撮像光景を撮像するステップと、
　取得した画像データを制御器に伝送し、かつ前記センサと同一の固有の分解能で前記画
像データを単色画像に組み合わせるステップと、を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記実質的に一様な応答の領域に応答して、前記画像データの差異を決定するステップ
と、
　前記決定された差異に基づいて前記画像データに修正を適用するステップと、をさらに
含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記マルチカラーフィルタは、赤、緑および青のフィルタ構成要素を有するベイヤ型フ
ィルタを有することを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記撮像光景を撮像するステップは、赤外フィルタがない状態で前記マルチカラー撮像
器を使用して前記撮像光景を撮像するステップを備えることを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項５】
　前記撮像光景を撮像するステップは、前記マルチカラー撮像器と整列した可視光フィル
タを介して前記撮像光景を撮像するステップを備えることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　前記照明源によって放射された前記波長は、約７００ｎｍから１０００ｎｍの間である
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ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　センサ及びマルチカラーフィルタを含むマルチカラー撮像器からの全色性応答をシミュ
レーションする装置であって、前記マルチカラー撮像器が撮像光景を撮像して画像データ
を取得するように動作し、制御器が前記画像データを処理するように動作する装置におい
て、
　照明源と、
　前記制御器と、を備え、
　該制御器は、前記マルチカラー撮像器が複数の波長に対して実質的に一様な応答を有す
る、スペクトル応答曲線の領域を特定し、前記照明源が前記実質的に一様な応答の領域内
の波長を有する光を用いて前記撮像光景を照明するように制御し、前記照明源が前記撮像
光景を照明する間に前記マルチカラー撮像器が前記撮像光景を撮像するように制御し、前
記センサと同一の固有の分解能で前記画像データを単色画像に組み合わせ、それによって
前記全色性応答をシミュレーションすることを特徴とする装置。
【請求項８】
　前記マルチカラーフィルタは、赤、緑および青のフィルタ構成要素を有するベイヤ型フ
ィルタであることを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記マルチカラー撮像器と整列した可視光フィルタをさらに備えることを特徴とする請
求項７又は８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記照明源によって放射された前記波長は、約８５０ｎｍであることを特徴とする請求
項７又は８に記載の装置。
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